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研究紀要発刊にあたって 

校長 前原和明 

 附属特別支援学校では，本年度より，「生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり～児童生徒の

夢や願いを基点とした『わかはとシステム』の構築～」という新たな２年間の研究を開始しました。こ

の研究は，平成 29年度の「私の応援計画」の研究から，令和元年度の「児童生徒の生涯学習力を高める

教育課程の編成」へと至り，継続して取り組み続けてきた「生涯学習」を主題としたものです。 

さて，この「生涯学習」という言葉を聞いた際に，どのようなイメージをもたれたでしょうか？ 

ある人にとっては，社会人の生涯にわたる就労と学習の循環である「リカレント教育（Recurrent 

Education）」や職業能力の再開発・再教育を指す「リスキリング（Reskilling）」を想起されるかもしれ

ません。この場合，特別支援教育と「生涯学習」の関連性について疑問をもたれる場合もあるかもしれ

ません。また，別の人にとっては，スポーツや芸術などの余暇的なことの充実をイメージされるかもし

れません。このように，この「生涯学習」は，様々なイメージを喚起する言葉です。 

本研究では，特に「生涯学習力」という言葉を用いて研究に取り組んでいます。この「生涯学習力」

は，「主体的にヒト，モノ，コトに関わり，生涯にわたって学びに向かい成長しようとする力」と，本研

究では定義をし，児童生徒の教育実践に反映をすることを目指しています。この定義から私が考えたこ

とは，私たちの人としての活動すべては，「学び」に基づくものであり，「学び」という切り口で社会参

加を考えることは，学校在学中に終わらず，児童生徒の生涯にわたる発達に大きく寄与する可能性があ

るということです。このように，本校の「生涯学習力」に焦点を当てた研究は，児童・生徒の主体的な

社会参加を実現するための力の育成だけでなく，卒業後に主体的に社会参画を果たしていく個人となる

ことを視野に入れた教育実践ということを強く意識したテーマとなっています。 

研究初年度である令和５年度の研究では，先行する前年度までの研究で整理してきた「わかはとモデ

ル」の視点を方法として用い，学校における「生涯学習力」を高めるための授業づくりのための仕組み

の構築に実践を通じて取り組んできました。研究では，共同研究者としてご指導いただきました秋田県

総合教育センター 進藤拓歩先生，島津憲司先生，秋田県教育庁中央教育事務所 髙橋基裕先生，秋田

大学教育文化学部 鈴木徹先生，谷村佳則先生，藤井慶博先生，そして，秋田大学名誉教授 武田篤先

生など多くの先生方にお世話になりました。この場をおかりして厚く御礼申し上げます。 

最後に，本校の研究は，「私の応援計画」，「わかはとモデル」，「わかはとシステム」など，独自の言葉

を使用することに特徴があります。これらの言葉は，どうしても表現したい本校の特色やこれまで研究

に携わってきた本校教員の願う大切な意味を込めたためです。独自の言葉ではありますが，これらの言

葉は，児童生徒を中心においた実践を展開している多くの先生方との間で共通理解できる言葉となって

いるはずです。これまでの研究紀要と本研究紀要を読んでいただけると，このことをご理解いただける

ことと思います。 

研究の最終到達点は，目の前で教育を受けている児童生徒の成長発達です。この本研究紀要を通じて，

多くの方々と児童生徒の教育の実践知を共有し，更なる実践が広がっていくことを強く願っております。 



第１章 研究の概要 



生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり 

～児童生徒の夢や願いを基点とした「わかはとシステム」の構築～（１年次／２年計画） 

研究の概要 

１ 研究主題設定の理由 

（１）本校の研究の歩み 

本校では，令和元年度

から「生涯学習力」に焦

点を当てた研究を進め

てきた（図１）。令和元年

度，令和２年度の２年間

は，「生涯学習力」を「主

体的にヒト・モノ・コト

に関わり生涯にわたっ

て学びに向かい成長し

ようとする力」と定義

し，「生涯学習力」を高め

る教育課程の編成に向

けて取り組んだ。令和３ 

年度からは，児童生徒の「生涯学習力」を高めるための基盤整備について３つのワーキンググル－プ

を立ち上げ，「生涯学習力」を高めるために必要な要素や学習内容を検討した。さらに令和４年度は，

「生涯学習力」を高めるための授業実践に焦点を当てて取り組み，授業づくりの視点として「生涯学

習力」を高めるための要素となる「わかはとモデル」を作成した。この「わかはとモデル」を活用し

て学部間のつながりを考慮した単元構想や指導内容を検討したり，児童生徒の「生涯学習力」が高ま

った姿や変容を見取ったりした。特に，学部を越えて意見交換を行う「つながりミーティング」にお

いて「わかはとモデル」を活用したことで，教師は各学部の取組や児童生徒の成長過程について理解

を深めることができた。 

本校の特徴的な取組である「私の応援計画」（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2018）は，その

作成を通して児童生徒自身が学びの主体であることを自覚できるよう，児童生徒が自分の意思を表現

できる環境を構築し，児童生徒たちの「思い」「願い」「夢」を大切にした個別の教育支援計画である。

平成 29 年度から 30年度までの２カ年，「本人主体の個別の教育支援計画（私の応援計画）を活用した

教育課程の編成」を研究主題として研究に取り組んでいる（図１）。令和４年度は，この「私の応援計

画」を基盤としながら，「わかはとモデル」を活用して「生涯学習力」を高める授業づくりを行って

きた。児童生徒たちの「思い」や「願い」，「夢」から生涯にわたって学び続ける姿をイメージしつつ，

「わかはとモデル」を活用して児童生徒の「今ここにある姿」を見取ってきたことで，教師は児童生

徒の「分かった」「できた」といった学びの結果だけではなく，授業の中で「児童生徒がどのように

学んだか」「児童生徒が学びの結果から何を得たか」といったところに目を向けられるようになった。

そして，児童生徒の学びが学校・家庭・地域の中でどう役立っているのか，どうつながっていくのか

を理解することが，「生涯学習力」を高める授業づくりを進める上で重要であると認識した。一方で，

毎年の職員の異動により新しく代わっていく職員が「私の応援計画」の目的や意図，その意義の押さ

えまでは十分に引き継がれずに，活用することのみが継続している現状もみられる。 

（２）令和４年度の成果

学部ごとの「生涯学習力」を高める授業づくりのポイント，児童生徒の変容，教師の関わり方の変

容については，次の通りである。 

図１ 本校の研究の歩み
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「生涯学習力」を高める授業づくり 

【小学部】余暇につながるアイディアを出し合う授業づくり 

【中学部】生徒同士で解決方法を考えさせる授業づくり 

【高等部】卒業後の学びを見据えた授業づくり 

児童生徒の変容 

【小学部】エンジョイタイム（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2023）を楽しみにし，初めての

活動でもやってみようとする姿や，自分なりの楽しさを見付ける姿などが見られるよう

になった。 

【中学部】生活単元学習の授業を通して友達とチャレンジする姿や，自信をもって学級外の友達へ

発表する姿，失敗してもまた挑戦する姿，分からないことは聞いたり，調べたりする姿

などが見られるようになった。 

【高等部】Ｄスタディ（秋田大学附属特別支援学校研究紀要.2022）の授業を通して自分から発信す

る姿や，いろいろな解決方法があることを知る姿，自分で解決できない場面で誰かに頼

る姿など，生徒たち同士で必要な手段を使って解決しようとする姿が増えた。 

教師の関わり方の変容 

 教師が児童生徒に正解を提示するのではなく，寄り添うスタンスで支援し，児童生徒の主体性に任

せたり，考えさせたりする場面を設定するようになり，授業のスタイルが変化した。 

（３）令和４年度の課題と令和５年度の取組

学校生活の中の「今」と「将来」について職員が見据え，さらには卒業後の「将来」をつなぐこと

ができるような授業実践が必要であると考える。「生涯学習力」の研究を推進してきたことで，「生

涯学習力」の素地を高めるためにはどうしたらよいかを検討，授業づくりに反映し，少しずつ「生涯

学習力」を高めるための授業スタイルや教師の支援方法などが明らかになってきたが，まだ場面が限

定的であったり，つながりが見えづらかったりする課題がある。 

これらの課題を解決するために，以下の方策を考えた。 

・授業づくりに更に活用できるように「わかはとモデル」の分析と改善を行い，再提案する。

・「私の応援計画」に「わかはとモデル」の要素を取り入れ，面談に活用できるようにする。

・学校の授業の「今」の実践がどの「将来」につながっているか，関係性をより大事にする。

・「生涯学習力」について保護者に理解してもらえるよう，定期的に情報提供，共有を図る。

・卒業生が本校で学んだことをどのように生かし，「生涯学習力」を発揮しているのか検証する。

以上のことから，これまでの研究成果を

基に，卒業後も学び続けようとしたり，自

分から学ぼうとしたりする意欲を育み，生

涯にわたる豊かな学びを目指した授業づ

くりを通して児童生徒の「生涯学習力」の

広がりや深まりの検証をしたいと思い，本

主題を設定した。 

特に，１年次はこれまでの研究の成果を

つなげる「わかはとシステム」の構築を目

指す。この「わかはとシステム」は，常に

児童生徒の夢や願いを基点とし，子どもと

授業をつなげ，「生涯学習力」の育成を目

指すとともに，ＡＰＤＣＡサイクル（ＰＤＣ

ＡサイクルにＡ：アセスメントを含めたもの）で

検証し，改善していくものである（図２）。 

図２ 「わかはとシステム」の全体図 

図２ わかはとシステム関連図 
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２ 研究の目的 

これまで，児童生徒の生涯にわたる豊かな学びに向け，「生涯学習力」に関する実践研究を推進し，

「生涯学習力」を高めるための授業実践をしてきた。しかし，日々の授業における児童生徒の学びの

継続性や関連性についての検証は限定的であり，「生涯学習力」が高まったと示すための検証について

は不十分であった。このことから，日々の授業を通した児童生徒の姿が，どのようにヒト・モノ・コ

トにつながっていき変容したのかについて空間軸と時間軸で見取っていくことで，児童生徒の「生涯

学習力」の高まりに寄与していることを明らかにしたいと考えた。 

３ 研究の内容と方法 

上記の目的を達成するために，２年計画で以下の内容と方法を設定した。 

（１）令和５年度

①「わかはとモデル」の分析と改善

・「生涯学習力」を高めるための要素として作成した「わかはとモデル」を「『生涯学習力』を見取る

視点」として児童生徒の実態把握や生涯学習力の高まりを見取る際に活用できるように，更に分析

と改善を図る。 

②「私の応援計画」への「わかはとモデル」の活用

・教師側が「わかはとモデル」の視点をもちながら，「私の応援計画」の児童生徒との面談を行う。

③校内外のつながり，卒業後のつながりの検証

・「つながりミーティング」を実施し，学部間のつながり，学部を越えたつながりを全校縦割りで検討

や検証，情報の共有をする。 

・「障害のある方の豊かな学び」とは，どのようなことなのかを卒業生とその保護者に対するアンケー

ト調査から明らかにする（アンケート調査Ⅰの実施）。

④家庭や地域との連携

・家庭や地域に対して定期的に情報提供等を行い，「生涯学習力」について理解を図るようにする。

・保護者に対して生涯にわたる豊かな学びに関するアンケート調査を実施する。

⑤「エピソードシート」の活用

・単元終了ごとに「エピソードシート」を作成し，単元の振り返りを丁寧に行い，児童生徒一人一人

の「生涯学習力」がどのような場面で広がっているか様々な視点から見取るようにする。

（２）令和６年度

①「わかはとシステム」の活用と改善

・「私の応援計画」，「わかはとモデル」，「つながりミーティング」と授業実践がＡＰＤＣＡサイクルで

つながり，機能しているかを検証する。また，教育課程の編成に向けて必要に応じて教育資料の修

正や改善を図る。 

②「エピソードシート」の分析と改善

・「生涯学習力」がどのように広がっているか分析し，必要に応じて改善する。 

③「私の応援計画」への「わかはとモデル」の視点活用

・「わかはとモデル」の視点を活用して「私の応援計画」を整理する。 

④生涯にわたる豊かな学び探求（アンケート調査Ⅱの実施）

・進路先である事業所や福祉施設などから，障害のある方の豊かな生活や学びの在り方，課題等につ

いて聞き取り，分析をする。
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４ わかはとシステムの関連図 

「わかはとシステム」は，常に児童生徒の夢や願いを基点とし，子どもと授業をつなげ，「生涯学習

力」の育成を目指すとともに，ＡＰＤＣＡサイクルで検証し，改善していくものである。以下は，「わ

かはとシステム」の関連図を示したものである。 

「私の応援計画」 

４月，９月，２月 

・児童生徒との「私の応援計画」（夢シー

ト等）作成，修正，評価

・単元構想，指導案への反映

・職員間で「私の応援計画」の評価，「わ

かはとモデル」との関連の検証

授業実践，授業改善 

通年 

・単元構想，提示授業の計画

・指導案の作成（「わかはとモデル」

の視点を活用し，実態把握や目指

す姿を検討し，記入する）

・授業研究会での「わかはとモデル」

の視点の見取り（児童生徒の授業

におけるエピソード） 

つながりミーティング 

４月，７月，10 月，１月 

・単元（題材）計画の構想

・「わかはとモデル」の４つの視点で児童

生徒（事例対象）のエピソードを見取

り，変容を分析し，検証 

・学校と家庭，地域の視点から変容を見取

るとともに，そのつながりの検証

「児童生徒，保護者との面談」 

４月，９月，２月 

・児童生徒，保護者との面談による「私の

応援計画」の確認，修正，評価

図３ わかはとシステム関連図 

4



第２章 授業づくりの実際 



小学部 授業づくりの実際 

１ はじめに  

（１）「エンジョイタイム」における取組 

 小学部では，令和３年度から「エンジョイタイム」＊を新設し，令和４年度より生活単元学習の中に位

置付け，実施してきた。小学部は「生涯学習力」の素地を育む段階である。「エンジョイタイム」では，

「わかはとモデル」を図１のように捉え，「夢中」と「好奇心」の要素の膨らみを大切にした授業づくり

を行った。「エンジョイタイム」において教師は，児童 

の活動の様子からその内面の動きを推察し，「興味・ 

関心」の対象やその広がりを見取るように心掛けた。 

「わかはとモデル」を活用した「エンジョイタイム」 

での授業づくりを通して，小学部から高等部までの児 

童生徒の姿のつながりが顕在化するとともに，児童に 

寄り添った視点で，目の前の児童の姿と「生涯学習力」 

のつながりを改めて認識することができた。そして， 

得られた知見を基に，「エンジョイタイム」以外の 

場面でも活用できる「生涯学習力」を見取る視点をよ 

り具体的に構築すること，個別の教育支援計画である 

「私の応援計画」と「生涯学習力」の関連を整えるこ 

とが，課題として挙げられた。 

（２）本年度の研究

 昨年度の研究で挙げられた課題から，本年度は「エンジョイタイム」から生活単元学習に対象を広げ

て，児童の夢や願い（「私の応援計画」）を基点にした生活単元学習の授業づくりの流れについて検討，

整理した。また，「私の応援計画」の作成や単元計画，授業評価など様々な場面において，「わかはとモ

デル」を活用して児童の姿を見取ることで，「わかはとモデル」が授業づくりの視点ではなく“児童の姿

を見取る視点”として機能することを目指した。 

＊「エンジョイタイム」 

 安心できる環境において，自分の得意な関わり方で，ヒト・モノ・コトに関わる経験を積み重ね，「生

涯学習力」の素地を育む時間。興味・関心を広げたり，深めたりすること，自分の好きなモノやコトを

知ることが、主なねらいである。 

２ 「私の応援計画」の授業への反映 

（１）児童の姿の見取りと共有

①「わかはとモデル」を活用した児童の見取り

児童の夢や願いをくみ取るための個別面談において，「わか

はとモデル」の視点を用いながら児童と対話をした。児童から 

出た発言や行動からくみ取った夢や願いを言語化したり具体化 

したりし，児童の思いが「わかはとモデル」のどの視点と関連 

するのかを分析・整理し，確認した。また，個別面談での見取 

りを基に，一人一人の思いを各学級の実態に合わせた様式に視 

覚化し（図２），教室内に掲示した。「わかはとモデル」の視点 

で図表化したり，空間軸と時間軸でカテゴリー化したりして， 

日々の生活の中で新たな思いの芽生えがあったときには適宜追 

加するなど，児童が自分の思いを分かりやすく認知できるよう 

に工夫した。 

図２ 視覚化した児童の姿 

図１ 小学部における「わかはとモデル」の捉え 

人とつながる 

試す 

自分を知る 

興味・関心 
好奇心 

情報を集める 
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②小学部職員での共有の機会の設定

「わかはとシステム」による授業づくりを進めるに当たり，児童の夢や願い，自立活動のねらい，児

童の思いにつながるような日々のエピソードなどを，小学部職員全員で共有する機会を設定した。一人

一人の児童について話し合ったことで，入学してからの育ちや変容に改めて気付いたり，他学級の教師

から見た児童の姿を認識したりするなど，多角的な視点で児童の実態を捉え直すことにつながり，児童

への理解が深まった。また，小学部職員全員で児童の姿を共有したことで，横のつながりをもって一人

一人の児童と関わる基盤をつくることができた。 

③つながりミーティングでの事例検討

学部を越えた縦割りの職員グループを編成して行ったつながりミーティングでは，単元の内容や年間

の構想について検討した他，対象児童を設定し，小中高のつながりの視点で生涯学習力について確認・

検討した。児童の実態を「わかはとモデル」 

の視点で見取り（図３），今もっている力と 

今後高まっていくと予想される力について意 

見交換した。他学部の職員を交えて話し合う 

ことで，児童の育ちの過程や将来の予想され 

る姿など，縦のつながりで児童の姿を捉える 

ことができた。 

（２）「私の応援計画」の授業づくりへの反映 

①授業づくりの流れの作成（資料１）

児童の夢や願いを基点にした授業づくりをシステム化するため，授業づくりの流れを策定した。ＡＰ

ＤＣＡサイクルのＡ（アセスメント）として，「私の応援計画」に記載されている児童の夢や願いを抽出

して，始めに据えた。そこに，保護者の思い，教師の願いを加味し，「わかはとモデル」の視点での目指

す姿を設定した。この目指す姿を実現するために，どのような単元を計画するのか，また，単元を通し

てどのような知識・技能，思考力・判断力・表現力，学びに向かう力・人間性等を育んでいくのかを，

Ｐ（プラン）として構想し，実践後にエピソードシート（資料２）を用いた評価をＣ（チェック）とし

て行うこととした。 

②つながりミーティングを活用した授業づくり（図４）

授業づくりの流れに沿って構想した単元計画について，つながりミーティングをＡ（アセスメント）

とＣ（チェック）の機会として活用した。つながりミーティングⅠでは児童の夢や願いから出発して単

元を計画するまでの流れに齟齬はないかを確認するとともに，単元を通してどのような力を育むことが

できるのかや，考えられる手立て等について意見交換を行った。また，授業づくりを行う上で悩んでい

ることなどについて意見を出し合い，得ら 

れたアイディアの広がりをＰ（計画）とし 

て単元計画の修正や授業づくりに役立てた。 

つながりミーティングⅡ及びⅢでは，設定 

した対象児童の実態や授業でのエピソード 

による姿を，「わかはとモデル」の視点 

を用いて整理した。そして，整理した児童 

の姿から次の単元の授業づくりに向けて大 

事にしたいことを明らかにし，Ｐ（計画） 

として位置付けた。つながりミーティング 

Ⅳでは，年間の振り返りと児童の変容を分 

析し，次年度に向けた方向性を検討した。 

図３ 対象児童についての資料（抜粋） 

図４ 授業づくりと「つながりミーティング」の関連 
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３ 授業の実際 

（１）あおば学級（５・６年生）「レッツゴーあおば～先生たちのおすすめスポットに出掛けよう～」

（全校授業研究会：６月） 

①単元の概要

あおば学級の児童の「私の応援計画」（図５）には，「友達や先生と一緒にいろいろなことに挑戦して

みたい」「いろいろなスポーツに挑戦したい」「体を動かしたり，感触を楽しんだりしながら好きな遊び

をしたい」「バスに乗って出掛けたい」「竿燈の太鼓をやってみたい」などの願いが記載されている。３

名それぞれの願いから，あおば学級の児童の夢や願いを，大まかに「お出掛けしたい」「友達と仲良く過

ごしたい」「体を動かしたい」にクローズアップし，授業づくりの基点においた。この児童の夢や願いが

叶うためにはどのような力が身に付いたらよいかを，「わかはとモデル」から導き出し，単元計画を立て

る上での基盤とした。そこから，身近な地域の施設等に出掛け，体験したことをまとめる「レッツゴー

あおば」の単元を計画した。 

つながりミーティングⅠでは，場所は知っているが「行ってみたい」という気持ちが薄いという児童

の姿から，出掛ける目的をもつことが必要であることを確認した。また，「情報を集める」「人とつなが

る」視点に重点を置きながら，基盤となる「興味・関心」「好奇心」の視点を高めていくための手立てに

ついて意見交換を行った。  

 

 

②授業の概要

児童が「行ってみたい」という気持ちをもてるように，身近な教師におすすめスポットをインタビュー

し，実際に行って体験したことを教えてくれた教師に報告する活動を設定した。授業づくりに当たり，

「わかはとモデル」と照らし合わせながら期待する児童の変容をイメージし，次のような仕掛けを工夫

した。 

目的をもって「行きたい」と思えるようにするための仕掛け 

図５ 私の応援計画（抜粋）の例 

○身近な教師へのインタビュー

「行ってきたら教えてね」と伝えることで，その後の

展開への必然性につなげる。

○体験活動

 児童の興味・関心に即した地域の施設を選定し，五 

感を活用した体験活動を設定する。 

○振り返りでの思いの表出

思いを呼び起こしたり，表出したりするために，校

外学習での様子をまとめた動画を活用したり，訪問先

にちなんだ制作物を作る活動を設定したりする。 

将来の生活･現在の生活に関する願い

本人の願い 保護者・家族の願い

・友達や先生と一緒にいろいろなことに挑戦してみた
い。
・身近な教師や友達にそばで励ましてほしい。
・仕事を頼まれたり、褒められたりするとうれしい。
・ダンスや追いかけっこをして体を動かしたい。
・いろいろなスポーツに挑戦したい。
・ボールなどを使って体を動かしたい。

・自分のことは自分でできるようになってほしい
・自分が思っていることを相手に伝えられるように
なってほしい。
・自分の名前を漢字で書けるようになってほしい。
・足し算や引き算ができるようになってほしい。
・なんでも挑戦してほしい。
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③全校授業研究会より

全校授業研究会では，校外学習で出掛けたねぶり流し館での様

子を振り返り，制作活動を通して思いを表出する活動を設定した。 

学習したことを具体的に想起できるように，動画を見て振り返っ 

たり，楽しかったことを写真の中から選んだりし，お気に入りの 

写真を用いて「思い出竿燈」を制作した。これらの活動に取り組 

む中で出てきた児童の発言や行動を，タブレット端末を用いて可 

視化（図６）し，児童が自分の思いを実感しながら振り返ること 

ができるようにした。 

協議では，「わかはとモデル」を活用して児童の学びを見取り， 

効果的だった手立てや改善点について検討した。友達の様子を気 

にするような姿が多く見られたこと，教師や集団への安心感が， 

積極的に発言しようとする姿につながっていたことに，特に多く 

の意見が出された。また，発達段階を踏まえたねらいの在り方や 

「わかはとモデル」の視点の妥当性についても話題にあがった。 

協議の概要を図７のようにまとめた。 

【協議のまとめ】 

○「人とのつながり」を高めるために

・友達の様子を気にする様な姿が多く見られたことから，活動によってはペアにするなど，教師が介入

しなくても子ども同士が関わりを深められるような場面設定や手立てがあるとよい。

・“伝えること”と“伝わること”は違う。好きなことを知る発達段階では，思いを表現することがねら 

いでもよい。徐々に相手に発信するための支援になっていくとよい。 

○「自分を知る」を高めるために

・積極的に答えようとする姿から，発問を工夫することで児童が考えて言葉を表出する機会にしたい。 

・体験から実感を伴った言葉が生まれる。自分の様子を振り返ることが自己理解につながる。

○「わかはとモデル」のつながり

・ヒントがあれば分かるという自信が，積極的な発信につながっていた。「○○があればできる」という

「自分を知る」ことが「情報を集める」ことにつながり，「試す」姿につながっていくのではないか。

図６ 児童の思いの可視化 

図７ 「わかはとモデル」を活用した協議 
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【講評より】 

（２）ふたば学級（１・２年生）「おはなしふたば～十二支のおはなし～」 （公開研究協議会：１月） 

①単元の概要

ふたば学級の児童は，学校生活の入門期段階に当たることから，どの児童にも「教師や友達と仲よく

楽しく活動したい」という願いはあるものの，具体的な夢や願いへの広がりはまだ見られない。そこで，

児童の好きな絵本の読み聞かせを発展させ，劇遊びや制作などの活動を通して，友達と楽しい活動を共

有したり，一緒にやり遂げる達成感を味わったりすることで，「友達と関わりたい」「友達の思いを受け

入れよう」というやり取りの素地を育みながら，楽しい経験を重ねて興味・関心を広げていくことを目

指した単元を計画することとした。 

 つながりミーティングⅠでは，児童が安心感の中で活動を楽しめるように，想定できる展開から少し

ずつ広げていくことや，好きなことを活動のきっかけにすることなどの意見が出された。そして，まず

は友達と「場」を共有して遊ぶ「楽しさ」を実感できる授業づくりを行っていくことを確認した。また，

そこから「興味・関心」「好奇心」「人とつながる」の視点の高まりを目指すこととした。 

②授業の概要

「おはなしふたば」では，音楽を活用した楽しい雰囲気の中でお話遊びをベースにし，動物になりきっ

て動作模倣を楽しんだり，教師と一緒に立体迷路やパズルに挑戦したりした。そして，個から全体につ 

ながるような活動や教材を徐々に設定し，物語の登場人物になって役を演じたり，友達と一緒に活動に 

取り組んだりするなど，遊びの中で学びを積み重ねてきた。「～十二支のおはなし～」では，児童同士が 

関わり合いながら，主体的，意欲的に活動に取り組めるように，チームに分かれて競争するゲーム遊び 

を設定し，次のような仕掛けを工夫した。 

友達と関わり合いながら，自分から活動に取り組むための仕掛け 

秋田大学 准教授 

鈴木 徹先生 

 落ち着いた大人っぽい雰囲気の中でしっとりと授業が進んでいた。児童が何

を伝えたいのかを明確にすることが大切である。場所だけではなく，行って

帰ってくるまでの一連の工程と捉えると，提示する写真も変わるのではない

か。子どもたち自身が写真を撮ってみることで，何をどう見ているのかが見え

てくる。また，興味・関心が膨らむと，誰かに伝えたくなる。伝わらない経験

をすることで，どうしたら伝わるかを思考する契機になる。実態差による難し

さは，何に興味があるのかをよく観察し，配慮していくことが必要である。 

県総合教育センター 

指導主事 

進藤 拓歩先生 

 児童の最初の感想が，学習活動を経てどう変わるのか，感想の深まりが大切

である。教師は振り返ることを重視していたが，児童は制作を重視していた。

教師の意図と児童の感じ方を擦り合わせていく必要があった。また，小単元の

ねらいと単元のねらいがつながっていき，学んだ知識・技能を活用して思考力・

判断力・表現力を育む指導計画を立てなければならない。育成するべき資質・

能力を明確にし，「わかはとモデル」や「わかはとシステム」を効果的に活用し

ていけるとよい。 

○意欲的に取り組むために ○自信をもって取り組むために ○関わり合うために

・一緒に活動する友達やゲー ・繰り返し同じゲームに取り ・協力が必要なゲームを用意

ムを自分たちで選択・決定 組んだり，単元の流れを統 したり，教師も役を演じて

する。 一したりする。 関わりをつないだりする。
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③公開研究協議会より

提示授業では，児童が自分たちで選んだ「ひっくり返しゲーム」

と「ボール集めゲーム」を，二つのチームに分かれて行った。好 

きな十二支の動物になり，勝ったチームから「ふたば版十二支」 

の順番を決めることとした。やり方が分かって友達同士で誘い合 

いながら活動できるように，「ひっくり返しゲーム」のカードや 

「ボール集めゲーム」の箱に一人一人の顔写真を貼り，３回周回 

する速さを競った。また，教師も動物役になって一緒に遊びなが 

ら，児童同士の関わりをつないだり，関わりの手本を示したりし 

た。 

 協議では，授業で見られた児童の姿から，その背景を探り，効 

果的だった手立てと改善点を挙げるとともに，「わかはとモデル」 

を基にした生涯学習力とのつながりや高まりについて省察した。 

友達との関わりについて，一人一人がどのように関わり合ってい 

たのか，多くの姿が見取られ，活発な意見交換が為された。また， 

終末部での評価の在り方について，特に多くの改善策が挙げられ 

た。 

【協議のまとめ】 

○「人とつながる」の高まり

・繰り返しの活動設定や教師の見守る姿勢が，友達を誘う姿，誘い掛けを受け入れて取り組む姿につな

がっていた。

・構造化された場の設定や，関わりの姿をねらった無駄のない教材が，友達の姿に目を向けたり，関わ

りを生む効果的な仕掛けになったりしていた。

・つなぎすぎない，代弁しすぎない適度な支援量と，機を捉えた介入が，児童同士の関わりを引き出し

ていた。

・大人が手本となる関わり方を示すことで，どのように話したらよいかや，どのような提案をしたらよ

いかが分かって行動していた。関わり方の「情報を集める」ことが「人とつながる」姿につながって

いた。

○評価の在り方

・関わり方を学び，即時評価されることで，「また関わりたい」という思いが生まれていたのではない

か。

・「がんばった」という子どもの思いに沿うような，振り返り場面を設定できるとよい。 

・ゲームを通して積み重ねた即時評価を，ゲームの事後の振り返りにも活用できるとよい。ねらいの落

とし込みと振り返りの方法を工夫することで，評価を充実させたい。

【講評より】 

秋田大学 准教授 

鈴木 徹先生 

 今もっている力で挑戦する中で，新しい力が生まれていく。何をどのように

学んでいるのかを評価していくことが内面の見取りにつながっていく。行動＝

気持ちではない。どのようなところに心が揺らいでいるのかを見取っていくこ

とが大切である。 

県総合教育センター 

指導主事 

進藤 拓歩先生 

 子どもの行為は同じでも，背景にある意図は一人一人違う。意図をくみ取っ

て関わりをつないでいく必要がある。内面の見取りと併せて，どのような知識・

技能を活用して思考力・判断力・表現力を発揮していたか，観点別学習評価に

よって評価していくことも必要である。 

提示授業での様子 

10



４ まとめ 

（１）児童が学びに向かう授業づくりの実現

児童の夢や願いを授業づくりの出発点とし，夢や願いを叶えるためにはどのような力が必要なのか，

「わかはとモデル」による児童の姿の見取りから見出し，単元の計画と授業実践に取り組んできた。そ

して，つながりミーティングによって「わかはとモデル」を活用しながら児童の具体的な姿を見取り，

検証することで単元や授業を振り返って単元計画を修正し，授業改善を行ってきた。このような授業づ

くりの流れを繰り返すことで，授業づくりのシステムが構築され，児童の夢や願いから授業をつくるプ

ロセスが教師の中に根付いた。授業づくりの基点に児童の思いを置くことで，単元計画や活動設定の根

拠が児童にある，より児童が主体となる授業づくりを行うことができた。その結果，児童同士が関わり

合いながら，学習活動に主体的に取り組もうとしたり，学んだことや身に付けた力を発揮しながら課題

に向かったりする姿につながり，児童が主体的に学びに向かう授業づくりを実現することができた。 

（２）教師による見取りの深まり

 「私の応援計画」作成のための児童の実態把握や，つながりミーティング，授業研究会の場等で「わ

かはとモデル」を活用して児童の姿を見取ってきた。児童の行動の見取りだけではなく，行動の背景に

はどのような児童の力が働いているのかや，心の動き，児童が抱える思い，感じていることなど，児童

に寄り添いながら内面を見取ろうとする教師の意識が高まった。「わかはとモデル」を児童を見取る視

点として活用したことで，目の前の児童の姿を生涯学習力のつながりと関連させながら，より深く見取

ることが可能となった。教師による見取りの深まりが，何が児童の行動の源になっているのかを明らか

にし，次の期待する姿の体現のために何を大切にするのかを共通理解して授業づくりを進めることにつ

ながった。 

（３）次年度へ向けて

①「私の応援計画」と「わかはとモデル」をつなぐために

「私の応援計画」の作成に当たり，児童と面談する際に「わかはとモデル」の視点を用いて実態把握

を行い，身に付けたい力を明らかにして授業づくりにつなげた。しかしながら，「私の応援計画」に「わ

かはとモデル」を落とし込んでいく難しさがあり，この両者をどのようにつないでいくのかについて検

討が必要である。 

②「わかはとモデル」と「資質・能力」との関連

特別支援学校学習指導要領解説各教科等編において，「単元は，必要な知識や技能の習得とともに，思

考力，判断力，表現力等や学びに向かう力，人間性等の育成を図るもの」とされている。研究協力者か

らの講評でも，育成するべき資質・能力を明確にすることや観点別の評価を行うことを助言していただ

いた。今後は，「わかはとモデル」から見取った児童の身に付けたい力と，育てたい資質・能力の関連に

ついて，より明確にするとともに，単元のねらい，授業のねらい，個別のねらいをどのように設定して

いくのかについて整理していく必要がある。 

③子どもの夢や願いに立ち返る評価の在り方と持続可能な評価ツール

児童の夢や願いを基点にした授業づくりのシステムが構築され，児童の姿や授業そのもの，単元につ

いて評価するサイクルは確立されたが，基点となった夢や願いに立ち返る評価には至らなかった。授業

実践や単元を通して生涯学習力が育まれた結果，児童の姿は夢や願いにどのくらい近付いたのか，学習

を積み重ねたことで，児童の夢や願いにどのように影響し，どのように変化したのかなどについての評

価の在り方と「わかはとシステム」への位置付けを検討していく必要がある。また，評価のツールとし

て用いたエピソードシートは記入量が多く，負担感が大きかった。今後は持続可能な評価ツールを工夫

していきたい。 
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劇あそびや制作活動で、友達と楽しい活動を共有したり、協力してやり遂げる達成感を味わったりすることを通し
て、「友達と関わりたい」「友達の思いを受け入れよう」というやり取りの素地につなげる。
【知 ・ 技】物語に出てくる物の名前や登場人物が分かる、友達の誘い方を知り、誘って活動する。
【思・表・判】なりたい役を選ぶ、やりたいことややってほしいことを伝える、劇遊びの中で役を演じる。
【学・人】友達と一緒にやってみようとする、自分からやってみようとする。

おはなしふたば

主な教科等：国語、算数、図画工作、音楽、体育

＜資料１＞

「わかはとシステム」による授業づくり

Plan

つながりミーティングⅠ
「わかはとモデル」を用いて、単元の内容や年間の
構想について、小中高縦割りの視点で確認・検討。

教師が子どもに願う姿

・様々な活動に取り組もうとする姿
・活動を楽しみながら、友達と関わろうとする姿

Check

Assessment

小学部 ふたば学級

子どもの夢・願い

友達と仲よく
なりたい

友達と楽しく
活動したい

自分の思いを
伝えたい

(私の応援計画)

保護者の思い

周りを見て行動、
自分から行動

思いを伝えら
れるように

友達と仲良く
協力して

わかはとモデルの視点

人 友達と一緒が楽しいことに気付く 試 友達を見て、まねしようとする

興 楽しそう！やってみたい！という気持ちをもつ

人と
つながる

・分かりやすい関わりのきっかけ、場、役割 ・楽しい時間を共有
・一人でも楽しい…。でもみんなとやるのも楽しい。

試す ・想定できる展開から少しずつ広げていく

自分を
知る

・興味・関心を探りながら ・好きなことを活動のきっかけにする
（ex：音楽を活用して動きを付けていく）

学校生活の入門期段階。まずは、友達と“場”を共有して遊ぶことで、
「楽しさ」を実感する！ 人 興 好

Plan

Assessment

・音楽を活用した活動の設定

・友達の様子を見合う発表の場の設定

・意欲を喚起する教材の工夫

・個から全体につながる活動と教材の設定

・音楽を活用した楽しい雰囲気作り

人 興 好 を膨らませる仕掛け

おはなしふたば ～できるかな？あたまからつまさきまで～
～はらぺこあおむし～Do

Action ・歌を使った読み聞かせの実施
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Assessment

Check

つながりミーティングⅡ 事例対象の児童を設定し、小中高のつながりの視点
で生涯学習力について確認・検討。

Plan

エピソードの見取り（考察）から

次単元の授業づくりに向けて

人 試 ・教師との関わりをベースに安心感をもち、いろいろなことにチャレンジする。

人 ・伝わるように発信する手段を探る。

自 ・できたことを知る。「これでいいんだ！」と思えるように。

Do
おはなしふたば ～ももたろう～

～ブレーメンのおんがくたい～

・みんなで力を合わせる活動の設定

・友達の様子が見える配置の工夫

・制作のゴールを分かりやすく提示

・視覚的な情報と併せて話す場面の設定

・「できた」が分かりやすい単純な活動の設定

・児童同士の関わりをつなぐ工夫

人 試 自 を膨らませる仕掛け

Assessment

Check

つながりミーティングⅢ
事例対象の児童について、小中高のつながりの視点
で生涯学習力について再確認・再検討。

エピソードの見取り（考察）から

次単元の授業づくりに向けて

情 試 ・経験していないことへの不安を安心感に変えていくために。

人 情 ・他者がやっていることから学ぶために、目で見て情報を集める工夫をする。

試 ・チャレンジするタイミングを自分でつかむための間を保障する。
Plan

Do
おはなしふたば ～十二支のおはなし～

・児童同士が関わり合うための工夫

・主体的、意欲的に取り組むための、選択や決定する場面の設定

・自信や見通しをもって取り組むための、繰り返しの単元構成や学習過程の設定

人 試 情 を膨らませる仕掛け

Assessment

Check

つながりミーティングⅣ
年間の振り返りと児童の変容の分析。
次年度に向けた方向性の検討。

人 ・他者と関わることも大切だが、小学部段階では個でじっくりと活動を味わう
時間も必要。一人でじっくり取り組む時間を保障しながら、スモールステッ
プで他者との関わりを楽しめるようにしていく。

Action

Action
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＜資料２＞ 

評価のツールとしてのエピソードシート 
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中学部 授業づくりの実際 

１ はじめに

 昨年度は，「生涯学習力」を高めるための要素を精査して作成した「わかはとモデル」を授業づくりに

活用し，他学部とのつながりや発達の過程において，中学部で育てたい力や目指す姿，求めるレベルを

考慮しながら授業づくりに臨んだ。 

 その中で，本校の特長の一つである「私の応援計画」と「わかはとモデル」との関連がどうであるか

確認の必要があるという課題が挙げられた。両者に整合性や一貫性が保たれることで，より生涯学習力

を高めるためのツールとして授業づくりや生徒の評価に活用できるものとなると考えた。 

そこで今年度は,「私の応援計画」が生徒の思いや願いを反映したものであるか，またそれらが各授業

の指導計画や生徒の目標設定等へと取り入れられたものであるかを随時確認することに重点を置いた。

その中で「わかはとモデル」の視点から，生徒の実態把握や授業でみられる姿，変容などの評価を行う

サイクルを確立することで，教師が複数の目で生徒を見取り，生涯学習力を高める授業づくりを追求し

た。 

 また，授業づくりにおいて中学部の重点目標である「仲間とチャレンジ」の体現を目指した。「わかは

とモデル」の視点の一つである【人と関わる】【試す】視点を重視した授業づくりを行うことで，他の視

点【情報を集める】【自分を知る】にも効果的な影響をもたらすことが期待できると考えた（「４ 授業の

実際」で記述）。以上の実践により，全校研究主題にもある「豊かな学び」を生む「わかはとシステム」

の構築を目指した。 

２ 「私の応援計画」の作成と授業への反映 

（１）「私の応援計画」の作成と分析 

生徒の願いや思いは，中学部生徒版の「私の応援計画」にあたる「ゆめシート」（図１，秋田大学

附属特別支援学校研究紀要.2018）にまとめられる。その作成及び評価や改訂にあたって，生徒との

面談を年間３回行っている（４月，９月，２月）。また，同時期に保護者面談も実施している。ここ

で「わかはとモデル」の視点を面談の聞き取りや，本人，保護者から挙げられた思い，願いを分析・

整理する際に活用し，「生涯学習力」の高まりを目指す「私の応援計画」となるように努めた（図

２）。 

図１  「ゆめシート」   図２ 「私の応援計画」 

「私の応援計画」「個別の指導計画」をはじめとした，本校で以前から運用されている教育資料に

表される項目や記述すべき内容等について，改めて確認した上で，本人の願いや思いが各指導の形

態における年間及び前後期目標に反映されているか，目標達成のために実施できることや有効と考

えられることを，学部内で検討した（図３）。 
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本人の

思い 

＜学校＞話すこと・書くこと，生単でピザの勉強を頑張りたい。 

＜家庭＞風呂掃除や米とぎの手伝いを頑張る。＜将来＞寿司屋になりたい 

必要な

支援 

・身近な漢字や簡単な文章，日常生活に必要なお金の計算など，学習活動の支援

・自分の考えや伝えたいことを相手に書いたり，話したりする支援

・手伝いなどの家庭での役割に関わる支援

教育的

ニーズ

・日常生活に必要な漢字や文章の書き方，計算などの学習場面の設定

・依頼や相談の仕方を経験または，練習する場面の設定

・一日の感想を，自分の気持ちを含めて話したり，２～３語文で伝えたりする場面の 

設定 

  【年間目標（一部）】 

日常生活の指導 生活単元学習 作業学習   国語・数学 

・係活動に自分から取

り組む

・理由を付けて自分の

考えを友達に話した

り，相手の考えを聞

いて意見をまとめた

りする。

・正しい道具の使い方

や作業方法が分か

り，最後まで集中し

て取り組む。

・挨拶や報告をはっき

り話す。

・助詞に気を付けなが

ら文章を書いたり，

話したりする。

図３ 各教育資料の要点をまとめた資料（中学部３年 対象生徒 抜粋） 

（２）「私の応援計画」の授業への反映（つながりミーティングの活用） 

  つながりミーティングでは，年間の授業構想（４月），生徒の実態把握と有効な手立て（７月）， 

  実践による生徒の変容，経過の共有（１０月），評価および成果の共有（１月）というように，毎回 

テーマを設定し，学部を越えた縦割りの職員グループを編成して意見交換を行った。

実際，「私の応援計画」に基づいて行った実践，生徒の実態や近況，エピソード等について担任の

情報提供を受けて，他学部の職員から多くの質問や提案が挙げられた。生徒に関する考察の深まり

や，指導の在り方に関わる新たな気付きが生まれる機会となった。つながりミーティングで得た内

容を，授業づくりにつなげられるよう，学級担任や学部で共有を図った。その後，学部研究会では，

各指導の形態でどのような内容が妥当かを，各担当者間で検討した（図４）。 

上級生の存在を励みに

竿燈を頑張りました。 

間違いや失敗を恐れる気

持ちがまだ強いかな・・。 

互いに高め合える女子

の存在やグルーピング

は重要かもしれません。 

担任 

作業担当 

つながりミーティング 

図４ つながりミーティングの実際 

同じ作業班に失敗を素直に認め

られる子がいます。その子をモデ

ルにできるかもしれません。
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３ 「わかはとモデル」による見取り                              

 生徒の学習の様子を「わかはとモデル」の視点を通して見取り，授業づくりに生かした。「わかはとモ 

デル」は，ＡＰＤＣＡサイクルによる実践の中で，実態把握，授業における生徒の行動（言動）の分析， 

単元終了時の評価など，様々な場面で活用した。 

 授業研究会では，参観者が見た生徒の行動を，「わかはとモデル」の各視点ごとに分類・整理したり， 

その行動に至った要因など，生徒の内面に関わる解釈を述べ合ったりすることで，授業改善につなげる

ことができた。 

 また，これら一連の生徒の変容や教師の見取りの記録を，エピソードシートにまとめ，単元を通した 

生涯学習力の高まりを評価するとともに，次単元の授業構想に反映させる有効な材料となった（資料２）。 

 

４ 授業の実際                                        

中学部の合言葉「仲間とチャレンジ」の具現化を目指した授業づくりに取り組んだ。昨年度までの実 

践の成果から，友達と関わる中で課題解決する設定を重視し，授業づくりにおける基本的な共通実践事

項として次の点を掲げた。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）中学部３年生「ピザ７ オープン！～中学部を招待～」 

①授業の概要 

 中学部３年生は，１年生のときからピザを題材にした実践を継続している。コロナ禍による制限が緩 

和された今年度，ピザ屋を開店することを目指し，必要な物事を準備したり，接客練習に取り組んだり 

する活動に挑戦した。授業づくりにあたって，「わかはとモデル」と照らし合わせながら期待する生徒の 

変容をイメージし，単元計画におけるポイント（重点）を次のように示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

「 

・接客活動を中心に，初めて経験する活動については修学旅行や校外学習で見聞きしたことを基 

にしながら，随時教師の働き掛けを受けながら解決するという設定とする。 

⇒（例）「先生の手本通りにやってみよう」「初めてだけど一度やってみよう」 

⇒【人とつながる】【試す】視点の膨らみに期待 

 

・経験を重ねる中で，自分たちが得た課題を生徒同士の話合いやロールプレイ等によって解決す

る設定へと発展させる。また，練習の中で，お客役と店員役をどちらも経験し，互いに気付い

たことを述べ合い，友達のアドバイスを受けてより良いお店を目指す展開を目指す。 

⇒（例）「○○君のやり方をまねしてみよう」「△さんに聞いてみよう」 

 ⇒【人とつながる】【試す】の膨らみが【情報を集める】にも作用するだろう 

 

・毎時間または単元の節目ごとに，自分ができるようになったことや，どのように課題をクリア 

 したのかを実感できるような振り返り活動を大切にする。 

  ⇒（例）「困ったとき，友達に聞いたら助けてくれた」「大きな声で接客したらほめられた」 

      ⇒【自分を知る】＝自己理解を促す場面 

その中に【人とつながる】【試す】【情報を集める】視点の膨らみのフィードバック 

・「誰かのために」「誰かに喜んでもらう」ことをテーマとした目的の設定 

・「繰り返し」や「試行錯誤」を大切にした単元計画の立案，活動内容の設定 

・生徒同士の関わりによって課題解決できるような活動及び状況の設定（話合い活動，共同作

業，グルーピングの工夫 他） 

・振り返り活動の充実（写真や動画を活用した自己評価，友達同士がよい点を挙げたり，アドバ

イスしたりする場面の設定） 
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②全校授業研究会より 

 全校授業研究会では，開店を控え「お客さんに喜んでもらうため 

の接客とは？」と設定しためあての達成を目指し，話合いやロール 

プレイ等によって解決策を明らかにする活動を提示した。協議で 

は，「わかはとモデル」を活用して生徒の学びを見取り，効果的だっ 

た手立てや改善点について検討した。協議の概要を次の図５のよう 

にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【講評より】 

 

 

秋田大学 准教授 

谷村 佳則先生 

本時のめあて「お客さんに喜んでもらう接客とは？」よりは「お客さんに

喜んでもらえるように接客の課題を解決しよう」の方が，その後の話合いも

促進されたのではないか。わかはとモデルの視点を指導案の各項目にリンク

させて記載させてはどうか。指導計画の表【学習活動】【主なねらい】に合

わせて【子どもを見取る視点】として示してはどうか。 

県総合教育センター 

指導主事 

島津 憲司先生 

わかはとモデルにもある視点「人とつながる」について～ 中学部段階に

なると地域とのつながりなども大切になる。関わる相手の広がりと合わせて

「わかはとモデル」を見ていけると，単元や授業の大切なポイントを押さえ

られると感じた。 

よりよい接客について話合う場面 

【協議のまとめ】 

・ペアや役割別のグルーピングによって，仲間と関わる状況に必然性があった。 

・めあてを達成するために，考える（思考）⇒実際にやってみる（試行）という流れを生む状況設 

定が効果的だった。 

・生徒の姿からは，仲間と共に課題解決する中で，友達と自分との考えの違いに気付くことや， 

実際に経験すること（ロールプレイ等）が解決のために有効であると気付くことなど「わかは

とモデル」の各視点の高まりが見られる。 

 

【わかはとモデル】による見取り 

【人】【試】の膨らみにつながる授業。【情】にも作用している。振り返りの充実によって

【自】の膨らみ（自己理解の促進）にも期待できる。 

図５ 「わかはとモデル」を活用した協議 
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（２）中学部２年生「中２ふしぎ発見！～inこども園～」（資料１） 

①授業の概要 

 前期「みんなで調理をして食べたい」「フライドポテトがいい」 

という生徒の声を受けて，ジャガイモの栽培～調理に取り組んだ。 

その後「誰かに食べてほしい」「誰かを喜ばせたい」と変化した生 

徒の思いを踏まえ，例年行われている地域のこども園との交流会 

でポテトを振る舞うことに加え，園児に楽しんでもらえるような 

企画を自分たちで考えて実行する単元へと発展した。授業の発展 

の変遷や，重視した点については次のとおりである。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②公開研究協議会より 

 提示授業では翌週に控えた交流会のリハーサルと位置づけ，参観者に園児役を依頼，想定される様々

な状況を作り，仲間同士の協力によって解決する場面へと導くことのできるような設定とした。協議で

は，授業で見られた生徒の姿から，効果的だった手立てと改善できる点を挙げながら，「わかはとモデ

ル」から生涯学習力の高まりについて解釈を述べ合った（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

※ 黄：生徒の姿  青：効果的だった手立て、要因  赤：改善点 

図６ 「わかはとモデル」を活用した見取りから生涯学習力の高まりを検証した一例 

・栽培～調理～会食を通して「自分たちの達成感，満足感」を十分に味わう（春～夏） 

その後「誰かのために」という目的を設定，「おいしいね」「すごいね」など，自分たちの頑張

りがすぐに評価として返ってくる状況をつくる。 

 ⇒（例）「お客さん（〇○先生）に食べてほしい」「おいしいって言ってくれるかな」 

  ⇒目的の対象（お客さん：校内の先生）を思い，意識する 【人とつながる】の膨らみに期待 

     喜んでほしい気持ちが「やってみよう」という 【試す】 の膨らみにつながるだろう。 

    

・＜企画⇒準備⇒開催＞という流れを固定，繰り返すことで，経験を生かすことのできる単 

元構成とする。仲間と共に経験することで，話合いや協力場面が成立する場面を増やす。 

⇒（例）「交流会は私ひとりじゃ無理，友達と協力しなきゃ」「園児と話すとき，姿勢を低くしよう」 

  ⇒目的の対象（園児）に喜んでもらうことを念頭にしつつ，目的の達成には仲間や教師の存在や 

協力が必要なことに気づく【人とつながる】【試す】の膨らみが十分期待できる。 解決する過程の

中で【情報を集める】も高まるだろう。 

 

先ほど教師に相談

して対応できたこ

とが自信に。 

友達や参観者から

の評価を受けても

よい 

お客さんの椅子

が足りず，教師

に相談するＡ 

 

アクシデント場面

は、流れを止めて全

員で考えてもよい 

 
「困った」「聞いてみよう」「今度はこうしよう」 

【人】【試】【情】が連動しながら高まっている。 

困っているお客

さんに気付き

「どうかされま

したか」と声を

掛けるＡ 

こども園との交流会の様子 
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【講評より】 

４  まとめ

（１）研究の成果

①生徒の変容から

秋田大学 名誉教授 

武田 篤 先生 

先生たちが「生涯学習力」を障害のある子たちも同じであると捉える

ことが大切。「わかはとモデル」の基盤にある「好奇心」「興味関心」と

いうところに大切なものが隠れている。やってみたい，挑戦したい気持

ちを育て，後押しすることが教師のもっとも重要な役割。今日の授業の

「人の役に立ちたい」という子どもたちの気持ちはそこに通ずる。 

県総合教育センター 

指導主事 

島津 憲司 先生 

単元の最後に「振り返り」の活動が設定されている。単元を通しての

学びを振り返る，押さえる内容であってほしい。またそれは，教室に掲

示されたゆめシートと関連付けることもできる。こうした取組を積み重

ねることで，研究主題とリンクした実践となると感じた。 

【協議のまとめ】 

・次につながる評価の在り方について検討

～『交流会がスムーズに進行すること』や『盛り上がること』と，『自分たちが協力できたこ

と』『自分の役割を果たしたこと』は同じではない。何をどう評価するのかそのポイントを

整理する必要がある。 

・「何ができたか」「どのようにしたらできたか」という点を生徒自身で，または支援を受け 

ながら振り返り，言語化させたい。（ICTの有効活用） 

・実感のある振り返りとなるためには，めあて，活動内容，活動量の焦点化が必要。

・個々のレベルアップが交流会をより良くにつながるという捉え⇒「一人で」または大人な

しでできる状況づくりを追及する。

【わかはとモデル】による見取り 

・目的を達成させるために，やるべきことに一生懸命向かおうとする姿（【試す】の膨らみ）

・全体，または自分の課題をクリアするための手段として，仲間と協力することが分かって取

り組む姿（【人とつながる】【情報を集める】の膨らみ）が十分に見られたのではないか。）

・より実感のある振り返りや，一つのことをみんなで考え解決する場面設定によって自己評価

の高まりにも期待できる。（【自分を知る】膨らみをさらに促すために）

・「お店」や「交流会」など，実際場面を経験することで，目的意識や相手意識の高まりがみ

られた。「喜んでほしい，成功したい」思いが，経験を生かして思考したり，自分の力や仲

間の協力によって解決しようとしたりする姿へとつながった。 

・目的を果たし，達成感を味わい評価される経験をすることによって，自分たちの頑張りが「誰

かに届く」「影響する」という実感につながった。これらの成功経験を，次の単元や他の授

業で生かそうとする場面が見られるようになった。 

・生活単元学習の授業そのものが，生徒にとっての生活意欲となり，個々の成長を促進した。

休み時間に題材の話題（ピザ，こども園，クレープなど）を話したり，自分から交流会の演

目の練習に取り組んだりする生徒の姿がその象徴的なエピソードとして挙げられる。
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②生徒の「夢」や「願い」を基点とした実践

・【生徒の夢，願い】～【私の応援計画】～【授業づくり】～【評価】というサイクルを実行した。これ

らが整合性や一貫性があるものとなるように，学部内の共有を図ったことで，生徒に関わる全ての教

師の生徒理解が深まり，指導に生かされた。 

・中学部の合言葉である「仲間とチャレンジ」を具現化を目指した授業実践（授業づくり，授業研究会） 

により，「わかはとモデル」の【人とつながる】【試す】の膨らみを中心に，生涯学習力の高まりと評 

価できる生徒の変容が大いに見られた。 

③教師による見取り

・実態把握，つながりミーティング，授業研究会の場で行った「わかはとモデル」を活用した生徒の見

取りによって，生徒の内面について考察し，理解を深めようとする意識とともに，生徒の生涯学習力

の高まりを実感する職員が増えた。（全体アンケートより）

・「わかはとモデル」が生徒を見取り，生徒の今と将来（夢）をつなぐツールであるという認識を共有し，

授業者が活用できるものとなってきた。 

（２）次年度へ向けて

・「わかはとモデル」はあくまでも，生涯学習力という観点から子どもを見取る視点である。授業におい 

て目標とする「育てたい資質・能力」との関連を整理する必要がある。 

・「わかはとモデル」を活用した生徒の見取りに一定の成果があった。一方で，各視点への分類作業にエ 

ネルギーを要した印象が残る。

・各授業研究会からも，めあての設定と評価の在り方には，検討・改善の余地が残っている。目的やめ

あてを自分事として捉えること，自分のしたことに手応えを感じられること，そのために教師が意味

付けや価値付けをすること，など実感のある学びとなるような手立てを授業に反映させたい。

・生涯学習の観点から，地域展開の在り方について，本校でも更に検討したい。「学校での学びを生か

す場として」「新たな学びを得る機会として」地域で学ぶ意義を明らかにし，豊かな学びの実現を目

指したい。
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生徒たちの「食べたい」意欲を基に、作物（ジャガイモ）の栽培や収穫、調理などの活動を取り入れる。経験を
重ねる中で「食べたい」から「作りたい」「誰かに食べてほしい」というように、生徒の思いや願いが変化してい
くことが期待される。 そこを複数の目で見取り、授業のねらいや活動内容を発展させていきたい。
【知 ・ 技】 目的（会食、お店の開店、○○との交流 等）やテーマに沿って調べたり、考えたりする。
【思・表・判】自分の意見や意思を伝える。 相手（お客さん、交流相手等）のことを考えて、話し合う。
【学 ・ 人】目的の達成に向けて、自分の役割を果たしたり、協力して成し遂げたりする。

中２ ふしぎ発見

関連する主な教科等：国語科（聞くこと・話すこと） 数学科（数と計算） 美術科（表現） 家庭科（調理の基礎） 他

＜資料１＞

「わかはとシステム」による授業づくり

Plan

つながりミーティングⅠ
○「フライドポテトを作って食べたい」という生徒の声を受け、ジャガイモを
栽培する。そこからの発展として考えられる展開を出し合った。

「わかはとモデル」を用いて、単元の内容や年間の構想
について、小中高縦割りの視点で確認・検討。

人とつながる 試す 情報を集める 自分を知る

・望ましい「関わり
方」のモデルが必要。

・3年生のピザ屋と2
年生のポテトをうま
く融合してはどうか。

・依頼、注文を受けて
応えるお店はどうか。

・目標個数を決めて、ポ
テトチップスを販売。

・学校内の誰かのために
宅配（デリバリー）の
ような形で活動を発展
させられそう。

・取材も兼ねて食べるこ
とを目的とした校外学
習の計画。

・中３から色々学ぶこと
ができそう。

・誰かに評価してもらい
それがポイント(点数)
で示されたりすれば意
欲につながる生徒が多
いかもしれない。

・中3の活動から見聞き
して学び、自分たちと
比較することで、今の
力を知る機会にできる。

Check

誰かに食べて
もらいたい。

フライドポテトを作って食べたい。

みんなで一緒に頑張りたい。

子どもの夢・願い

保護者の思い

自分の役割にしっかり取り組んで
ほしい。

コミュニケーション能力を向上させたい

Assessment

教師が子どもに願う姿

・（自分なりの方法で）思いや考えを相手に
伝える姿

・目的に向かって、自分から取り組み、やり
遂げる姿

Assessment

中学部 ２年

(私の応援計画)

わかはとモデルの視点 好

自分の考えを伝える。相手の意図や感情を理解しようとする。

経験したことを基にして考えたり、自分なりの方法を選択して調べたりする。

考えたり話し合ったりして決めたことや、調べて分かったことを実行する。

【春～夏】 ・ジャガイモの栽培（観察記録）
・簡単なレシピ考案 ～調理及び試食

【秋～冬】 ・例年中学部で行う「こども園との交流会」 にこの単元を関連させる。

試人Plan 情

フライドポテトを作って食べたい ！！

試

情

人
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Assessment

Check

つながりミーティングⅡ 事例対象の生徒を設定し、小中高のつながりの視点
で生涯学習力について確認・検討。

・友達の頑張りを自分に反映させる場面設定が有効（成功も失敗も友達と共有）

・一緒に高め合える女子の存在、グルーピングの工夫

・頑張りや成果の見える化（分かりやすい目標、成果の実感を）

人 試

人

自
Plan

エピソードの見取り（考察）から
次単元の授業づくりに向けて

Do
中２ ふしぎ発見 ～商品開発編～

・ 作ったものを提供する目的の設定 （身近な人～小学部、先生方 他）

⇒ 「おいしいね」「すごいね」 など、自分たちの頑張りがすぐに評価として返ってくる

・ 得意なことを生かした役割分担

（

を膨らませる仕掛け人 試

Assessment

Check

つながりミーティングⅢ
事例対象の生徒について、小中高のつながりの視点
で生涯学習力について再確認・再検討。

エピソードの見取り（考察）から

次単元の授業づくりに向けて

・グループやペアで課題解決していく状況の設定

・（こうありたい）イメージの見える化、ゴールと選択肢の提示

・できていること、乗り越えたことの押さえ、フィードバック
Plan

人 情

試

Do
中２ ふしぎ発見！ ～inこども園～

・ 実際場面を想定したロールプレイ、小学部などの協力を得て経験を積む

・ 交流相手（園児）に喜んでもらうために、自分たちで協力する必要がある設定に

を膨らませる仕掛け人 試 情

Assessment

Check
つながりミーティングⅣ 年間の振り返りと生徒の変容の分析。

次年度に向けた方向性の検討。

目的や個々の役割が明確であること、友達と一緒に課題解決する設定等が
作用し、人と関わりながら取り組もうとする姿が育ってきている。次年度、
活動の場を発展させていく（地域を意識）

人

試

自

試

Action

Action
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                                         ＜資料２＞ 

評価のツールとしてのエピソードシート 
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高等部 授業づくりの実際 

１ はじめに                                         

（１）「Ｄスタディ」における取組 

高等部では，令和元年度から本校で取り組ん

できている「生涯学習力」をテーマとした研究を

通して令和２年度に設定された授業である生活

単元学習「「Ｄスタディ」を研究対象として授業実

践を重ねてきた。「Ｄスタディ」は，Ｄｉｓｃｏ

ｖｅｒｙ「 発見）とＤｏ「 やってみる）の頭文字

「Ｄ」から命名されており，生徒の実態や教育的

ニーズを基に知的好奇心を喚起しながら，問題

発見・問題解決型の授業を展開することで，生徒

の「生涯学習力」を高めることを目的としてい

る。 

令和４年度の研究で「Ｄスタディ」は,「「生涯学習力」を高めるための探究型の学習プロセスを導入し

た生活単元学習として提案された 図１）。 

 

（２）昨年度の研究から 

昨年度の研究では，学部研究会における話合いから，「「かかはとモデル」の４つの要素を導き出し，そ

の４つの要素に沿って「「生涯学習力」を高めるための具体的な生徒の姿を意識した授業実践に取り組ん

だ。高等部の実践では，「「生涯学習力」を高める授業づくりを通して，生徒が自ら発信していく力や問題

解決を図る力が身に付いてきたことが確認できた。教師側の変容として，卒業後，生徒が豊かに生活す

るために必要な力について検討し，その要素を取り入れた授業を考えた。また，「「生徒が失敗しないよう

に」から「生徒が失敗も含めて，そこから何を学ぶか，どのように生かすか」と考えるようになった。 

 

（３）本年度の研究 

昨年度の研究で挙げられた課題から，今後に向けて，高等部を卒業した生徒の姿から，「「生涯学習力」

を高める授業づくりを通して育まれた力が，社会の中でどのような形で発揮されているのかを見取れる

よう，生徒の学び続ける姿を追っていくことが必要だと考えられた。 

また，「私の応援計画」作成や単元計画，授業評価など様々な場面において，「かかはとモデル」を活

用して生徒の姿を見取ることで，「かかはとモデル」が授業づくりの視点ではなく，生徒を見取る視点と

して機能することを目指した。 

 

２ 生徒の思い，願いを反映した「私の応援計画」の作成と活用                    

（１）作成 

今年度は，「「生涯学習力」を高めるため，「「私の応援計画」，「「つながりミーティング」，「「面談」，「「授業

づくり」のそれぞれを関連させるためのシステム作りを行った。「「私の応援計画」「 図２） 図））は，生

徒の思い，願いを基点にしている，本人主体の個別の教育支援計画である。「「私の応援計画」作成のため

に，教師は対話を重視して生徒の思い，願いの聞き取りをしている。その際に生徒がより具体的に自身

の思い，願いを言葉にできるように，教師は生徒が自分で考え，考えを深められるような問いかけ 目

図１ Ｄスタディに関する説明資料 
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標の意味や意義についての問い返し等）を繰り返

し，生徒の気持ちを引き出すよう努めている。完成

した「私の応援計画」は，いつでも生徒や友達，教

師が見ることができるように，教室に掲示してい

る。 

 

（２）活用 

 作成した「私の応援計画」から生徒の教育的ニー

ズを把握し，指導目標・指導内容を決定「・見 しを

行う。今年度は「私の応援計画」作成から，指導目

標等の設定までの間に，「「かかはとモデル」の視点に

よる生徒の見取りの過程も含めた。その後，授業を

構想し，授業実践を重ねた。 

 「私の応援計画」を基に計画した授業の実践，検

討を繰り返す中で，「「つながりミーティング」「 図４）

による単元計画の見 しや評価，生徒の変容を他学

部の職員と話し合った。生徒の変容に効果的だった

手立てや授業の仕掛けを再確認する機会になった。

加えて，目指す姿になるために，小学部段階でどの

ような指導が必要か等，現在の指導を考える機会に

もなった。 

 

（３）エピソードシートの作成 

 実施した単元の前後で生徒にどのような変

容があったかを見取り，記録するためのツール

として，エピソードシートを作成した。授業中

の様子や学級での会話などから，変容が見られ

た内容について記録し，授業の反省や次回以降

の授業構成の参考にした 資料２）。 

 

３ 授業の実際                                         

（１）雪グループ「「楽しむぞ！挑戦するぞ！〜

調理をしよう〜」（全校授業研究会：７月） 

 全校授業研究会では，雪グループの「楽しむ

ぞ！挑戦するぞ！〜調理をしよう〜」の授業を

提示した。雪グループでは，４月に雪グループ

の友達と意見を出し合い，一緒に学びたいこと

の「ウィッシュリスト」を作った。提示した授

業は，「「調理がしたい」「いろいろな料理を作れるようになりたい」という生徒の思い，願いを基に，調

理を活動の中心に設定した。雪グループでは，小単元の構成を「情報収集 計画）→実行①→課題発見

図４ つながりミーティングの資料 

図３ 生徒用「私の応援計画」 

図２「私の応援計画」（個別の教育支援計画） 
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→情報収集(改善)→実行②→まとめ」という流れで統一し，学習に見

通しをもって主体的に取り組んだり，自分の思いが実現する過程を整

理したりすることができるようにした。 

 授業を進めるにあたり，家庭科を専門とする秋田大学の堀江さおり

准教授から単元構成や調理に関する助言をいただいた。また，実際に

授業の様子を参観していただいたり，調理の手本を見せてもらったり

した。 

 授業では，夏休み中に家庭で調理に取り組み，家族に「おいしい」

と言ってもらえるように，自身のレシピを見 した。見 す視点とし

て，専門家からのアドバイスを振り返り，自分は特にどのようなこと

に気を付けるべきか考えた。二つのグループに分かれてレシピの見 

しを行っており，作るメニューによって取り入れるアドバイスが異な

ったり同じだったりした。 

【講評より】 

（２）月グループ「「Ｄスタチャレンジャーズ〜ファッションを楽しもう『わかはとチャレンジャーズコ

レクション』開催〜」（公開研事前〜公開研）（資料１）

公開授業研究会では，月グループの「Ｄスタチャレンジャーズ〜ファ

ッションを楽しもう『かかはとチャレンジャーズコレクション』開催

〜」の授業を提示した。月グループでは，４月にグループの友達と一緒

に学びたいことについてイメージマップを使って自分の考えを整理

し，意見を出し合った。提示した授業は，「「流行を知りたい」「自分に似

合う服が知りたい」という生徒の思い，願いを基に計画された。また，

単元の始めにもイメージマップ作成の時間を設けて，テーマの言葉に

ついて知っていることや，その言葉から連想すること等を視覚的にま

とめ，生徒たちの言葉から単元計画を組み立てた。 

衣服には身の安全を守る機能，自分の個性を示すための役割等があることを学んだあと，通勤着につ

いて考える小単元，友達と遊びに行く時の服装について考える小単元の流れで学習を進めた。場に応じ

秋田大学大学院教授 

藤井 慶博 先生 

指導案の内容が生徒の得意なことからスタートしていると感じた。課題と聞

くとマイナスなイメージをもったり高い目標を設定したりということがある。

今ある力，今もつものを生かすという考え方が良いと思う。 

本時はグループごとに話す座席配置だったが，人とつながる機会は少なかっ

た。必ずしも，どの授業でも人と関かる機会を設定しなくてもいい。どこの単

元で，人とつながる活動を多くするか，意図的に設定していければよい。 

秋田県教育庁 

中央教育事務所 

指導主事 

髙橋 基裕 先生 

個人思考からペア思考，集団思考へと展開されていく秋田型の授業と異な

り，全体で学んだ後に少人数で繰り返し，個人の取組へと展開していく本時の

流れが，生涯学習力の育成につながると感じた。 

「私の応援計画」作成や面談を通して，生徒がなりたい自分になるために何

を頑張ればいいかを考えられるとよい。 

コーディネートを考える様子

レシピを相談する様子

調理を教えてもらう様子 

27



た服装について調べたり実際に着たりして，考えを深めた。 

家庭科の専門家である秋田大学の堀江さおり准教授やユニクロ茨

島店の店長にも御協力いただき，コーディネートを考える際のポイン

トや流行等について教えていただいた。教えてもらったことを表にし

て張り出し，授業中にいつでも確認できるようにした。 

授業では，二つのグループに分かれ，対象生徒のコーディネートを

考える活動を行った。通勤服について考える活動を行った後，テーマを

「友達と駅前で遊ぶ」に変え，同じ流れで考えたり意見を伝え合ったり

する活動を設定した。あらかじめ考えていた二つのコーディネートを

比較し，どちらがより対象生徒に似合っているか，それはどのポイント

が理由になるか，などを考え，意見を伝え合った。グループの意見が一

方のコーディネートに決まった後は，教室後方に準備された衣服を手に

取り，鏡の前で合かせたり試着したりした。 

 授業後の研究会では，「「価値観の形成」という話題が出た。衣服は個人の好きなもの，感覚によるとこ

ろが大きく，明確な正解があるかけではない。その際に，自分の好きな気持ちを大切にしつつ，周囲の

人から見て違和感のない服装選びができる力が求められるという意見が出た。 

 今後の授業の展開として，自分の給料で衣類を購入するならどのお店なら無理なく購入できるか，セ

ールの時期など，より生活に即した知識を扱ってみてはどうかという提案があった。また，インターネ

ットで簡単に洋服を購入できるようになっているため，ネット購入の際のメリット，デメリットなどを

取り上げてみてはどうか，という意見もあった。 

 

【講評から】 

 

（３）秋田大学キャンパスツアー 

今年度新たな取組として，秋田大学の授業や施設を見学するキャンパスツアーに参加した。秋田大学

では以前から生涯学習講座が年数回実施されており，本校の卒業生も参加している。在学中から大学を

訪問し，施設や雰囲気を知っておくことで，卒業後の学びの場として活用できるのではないかと考え，

企画された。企画は大学生と協同で計画し，本校生徒はＤスタディの一環として参加した。 

秋田大学大学院教授 

藤井 慶博 先生 

本単元は，ファッションという正解のない話題。「○○だから～です」と

自分の考えを伝える姿が見られてよかった。「これいいな」「ちょっとな」と

いう何となくの思いを本人たちなりの言葉で言語化できていた。 

教師のツールである「かかはとモデル」と当事者のツールである「私の応

援計画」を効果的につなぐことが望まれる。 

秋田県教育庁 

中央教育事務所 

指導主事 

髙橋 基裕先生 

生徒たちの姿が生き生きしており，認め合う集団づくりができていた。本

時の授業は，生徒と教師が対話を通して作り上げていく授業だった。教師が

適度な距離感で関かることで，生徒の発言や行動を補い，生徒が安心感をも

ちながら授業に臨むことができていた。授業の内容によっては教師が見守

り，生徒たちだけで進める授業を展開してみてはどうか。 

生涯学び続けるために，同じ考えや違う考え，自分に合うもの等を考えた

り見付けたりしていくことが大切である。 

服を選ぶ様子 
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キャンパスツアーでは，秋田大学

構内で行かれている二つの授業を見

学した。少人数で行かれている授業

や講堂で行かれている大人数の授業

を見学し，大学生の美術作品を鑑賞

したりホールの椅子に座らせてもら

ったりした。見学後は，特別支援教 

育コースの学生自習室を訪問して， 

大学生がどのような時間割で過ごしているかなどの話を聞いた。食堂や売店も利用するなど，幅広く

構内を見学，利用した。 

 活動後のアンケートでは，大学生が学ぶ内容に興味をもったり，高等部卒業後に大学で学んでみたい

と答えたりする生徒がいた。 

職員や企画した大学生との話から，今後は活動に参加する対象を小学部や中学部も含めたり，サーク

ル活動の見学など幅広い内容に広げていったりする展望が話題になった。

４ まとめ 

（１）成果

高等部の実践の成果として、以下の二点が挙げられた。 

①「「私の応援計画」を大切にした授業づくりができたことである。生徒の思い，願いを聞き取り，授業

づくりへと反映させてきた。具体的に生徒の思い，願いを聞き取る手段として，雪グループではウィ

ッシュリスト作り，月グループではイメージマップ作りをした。これらの活動は生徒の思いを教師が

具体的に把握するだけでなく，生徒が自身の思考を視覚的に理解しやすくする効果があった。各単元

のはじめにリストやマップ作りを行うことで，学習内容の見通しをもちやすくなり，安心感をもちな

がら学習に臨むことができるようになった。 

②「「かかはとモデル」の視点による生徒の見取り方が職員に定着しつつあることである。授業づくりで

は，生徒の思い，願いと保護者の思い，願い，教師の思い，願いのそれぞれを踏まえて単元計画を作

成した。その際に，生徒の実態を「かかはとモデル」の視点で見取った他，授業後の検討会や「私の

応援計画」作成等の機会に「かかはとモデル」の視点を活用した。 

食堂を利用する様子 講義の様子を見学する様子 

ウィッシュリスト イメージマップ
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（２）課題

高等部の実践の課題として、以下の二点が挙げられた。 

①「「私の応援計画」と「かかはとモデル」の結びつけ方についてである。全校授業研究会の分科会でも

指摘されたように，指導者のツールである「かかはとモデル」と当事者のツールである「私の応援計

画」はこれまで独立したものだった。それらを関連させ，相互に効果をもたらすために，より効果的

な結びつけ方の方策について考えてきたい。 

②卒業生へのアンケート結果を分析，検証する必要が更にあると考える。今年度，卒業生に卒業後の生

活に関するアンケート調査を行った。卒業後の学びの場や余暇活動，在学中学んで役立ったことなど

を聞いた。今後は集計した回答を更に分析し，今後の指導に生かすための方策を検討したい。

30



年度当初や単元の始めにイメージマップを作成し、生徒の興味・関心に基づいた授業内容を設定する。生徒
が個人やグループで考える機会を設け、思いを伝え合う経験を重ねる。
【知 ・ 技】様々な方法で情報を集め、経験を生かしながら活動に取り組む。
【思・表・判】相手の意見を聞いたり、自分の考えを伝えたりしながらよりよい方法を考え実行する。
【学・人】主体的にやってみたいことに取り組んだり、情報を集めようとしたりする。

Ｄスタディ月グループ

主な教科等：国語、数学、社会、職業、家庭、情報、自立活動など

＜資料１＞

「わかはとシステム」による授業づくり

Plan

つながりミーティングⅠ 「わかはとモデル」を用いて、単元の内容や年間の
構想について、小中高縦割りの視点で確認・検討。

Check

子どもの夢・願い

保護者の思い

友達と仲良く
余暇を過ごす

Assessment

教師が子どもに願う姿

・自分の考えをもち、友達に伝える姿
・自分の挑戦してみたいことを考え、伝える姿

Assessment

高等部 月グループ

(私の応援計画)

わかはとモデルの視点

友達と旅行が
したい

体力を付けた
い

一人暮らしを
したい

洗濯、買い物
などを自分で

自分の思いを
伝える

人 自分の考えを伝えたり、友達の意見を取り入れたりしながら話し合う

試 学校で学んだことを家庭や地域でやってみる

人と
つながる

・専門家に聞く（複数） ・他グループとの情報共有
・日帰り旅行を計画。計画→実行で繰り返す中で深める学び
・外部とのつながりが他のグループへ波及、好影響となれば良い

情報を
集める

・地域に出て行く ・伝える→引き出す力
・集めた情報を誰に伝えるのかという視点

自分を
知る

・自分に合った学び方を知る ・思考のプロセスを可視化
・キーワードからイメージマップを広げて可視化
・カテゴリーを組み合わせて広げる

卒業後の生活が近付いてきた。友達と協力して考え、最適な方法や自分に
合う方法を選んで実行する力を付ける。

・友達と話し合う活動の設定 ・気付いたことを友達と伝え合う活動の設定

・Dスタディで学びたいことを考える機会の設定 ・改善策を考え、実行する機会の設定

・自分の思いをイメージマップの形で可視化 ・料理をする際に大事なことをまとめる機会の設定

を膨らませる仕掛け

Plan

Dスタディ月グループ ～オリエンテーション～
～料理を楽しもう～

情 複数の手段で情報を集める

人 試 自

試人 自Do

Action
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・友達と意見を出し合いショーを開催する

・専門家から流行やTPOに応じた服について学ぶ機会の設定

・様々な衣服に触れる場の設定

を膨らませる仕掛け人 試

Dスタディ月グループ
Do

Assessment

Check

つながりミーティングⅡ 事例対象の生徒を設定し、小中高のつながりの視点
で生涯学習力について確認・検討。

・友達の意見を聞き、自分の考えに自信をもったり新しい視点で考えたりする。

・困ったときに相談したり解決策を調べたりする。

・友達や専門家の意見を聞いて、新しいことに興味をもつ。

人

情

Plan

エピソードの見取り（考察）から

次単元の授業づくりに向けて

Do
Dスタディ月グループ ～旅行を楽しもう②～

～ファッションを楽しもう～

・意見を出し合い、校外学習を立案

・外出に必要な情報の収集

・友達が出掛けたい場所を知る機会の設定

を膨らませる仕掛け人 情

Assessment

Check

つながりミーティングⅢ
事例対象の生徒について、小中高のつながりの視点
で生涯学習力について再確認・再検討。

エピソードの見取り（考察）から

次単元の授業づくりに向けて

・友達の意見を聞き、自分の考えに自信をもったり新しい視点で考えたりする。

・困ったときに相談したり解決策を調べたりする。

・友達や専門家の意見を聞いて、新しいことに興味をもつ。
Plan

人

情

Assessment

Check

つながりミーティングⅣ
年間の振り返りと生徒の変容の分析。
次年度に向けた方向性の検討。

・好きなことややりたいことを選ぶ力を付けるためには、自己決定、自己選択
する機会を重ねることが必要。年齢が上がるにつれて、「周りの人からどう
見えるか」という他者意識も育むことが大切なのではないか。

自

興

興

興

試

興

Action

Action
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＜資料２＞ 

評価ツールとしてのエピソードシート 
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第３章 アンケート調査の結果 



アンケート調査の結果

１ 保護者アンケートの結果 

（１）内容と方法

第３回つながりミーティングの事例対象児童生徒の検証の一環として，在籍児童生徒の保護者を対

象とした「生涯にわたる豊かな学び」に関するアンケート調査を実施した。なお，回答率は全校児童

生徒数の 87.2％であった。 

（２）結果

各調査項目の回答の一部を抜粋したものが，以下の通りである。なお，全回答をテキストマイニン

グ分析ツール「ユーザーローカル AIテキストマイニング」により分析した。その際，出現頻度が高い

単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示する「ワードクラウド」の結果を図で示した。 

項目１：お子さんが最近，家庭や地域で楽しんでいること，頑張っていることを教えてください。 

・家庭でお手伝いを率先してやろうという姿が増えてきました。 例えば，洗濯物(特にタオル)を畳

もうとか，食事の配膳などをとても頑張っています。

・料理 （特にスクランブルエッグを作ることがマイブームのようです。）

・水泳を習っていて出来ることが増えてきています。また，プールで一緒になる地域の子供達にも

慣れてきています。

・地域の人との交流はないが，家ではユーチューブを見たり，ゲームをしたりして楽しんでいる。

・家の掃除機かけや洗濯を頑張ってやってくれています。また，ゴミ収集のカレンダーを見て分別

してゴミ袋に入れて，指定の曜日に捨てに行ってくれます。             など

項目２：お子さんを見て，「学校での学びが他の場面に生かされている」「家庭や地域での学びが，

学校で生かされている」と感じたことがあれば，教えてください。 

・学校でのトイレトレーニングのおかげで家でのトイレもスムーズにいけている。また， 当番活動

などをしているからか，お手伝いも進んでやる日が増えたように感じる。

・誰にでもあいさつしたり，声をかけたり，疑問に思ったことは質問したりと，人とのかかわりが

大好きで，学校で学んでいると思っています。

・進んでお手伝いをすること(人の役に立とう，喜んでもらおうとする)や，自分でやろうとするこ

と(着替え，食事など)。

・修学旅行でSuicaを使って電車を利用したことで，家族旅行の際も活用している場面を見たとき。 

・サッカー部に入ったことで，休みの日も公園でサッカーをやりたがるようになった。   など 

図１ 家庭，地域で楽しんでいること，頑張っていること（項目１） 

ワードクラウド
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項目３：卒業後のお子さんのどんな姿を望んでいますか。また，現在お子さんに身に付けてほしい

力があれば，教えてください。 

・自分の役割を果たしながら，好きなことを見付け，毎日の暮らしを明るく過ごしてほしい。

・自分の好きなことがあって，夢中になれるものがある毎日。

・ベースになる居場所があって，その他に地域にたくさんの知り合いや，なじみの場所がある。

・集団の中でがんばれる力と楽しいことを見つけていける力がついたら嬉しい。

・働いて得たお金で本人の趣味等，余暇をすごすことができれば良いと思っています。

・困った時に臆することなく周りへ助けを求められるようになってほしい。

・人前で自信をもって話せるか，責任感のある行動，最後まで業務に取り組むこと。 など 

図２ 学校での学びが他の場面に生かされていること等（項目２） 

図３ 卒業後の望む姿，身に付けてほしい力（項目３） 

35



項目４：「生涯にわたって学び続ける」ために，一番大切だと考えることを教えてください。 

・いろいろ経験を積んでみて，何か本人なりに「達成感」を得られることが大切かなと思います。

そのためにも「素直」でいられるように願っています。

・楽しみながら学習すること。

・失敗したり，くじけそうになったりしても「立ち直れる力」。(周りから認めてもらっているとい

う自信やここをがんばれば，さらに成長できるという「向上心」を常に持ち続ける)

・学び続ける「環境」が最も大切。

・自分の好きなこと，興味をもったことに，「チャレンジ」していってほしいと考えます。

・人の話を「素直」に聞ける。あいさつ，ありがとう，ごめんなさいを素直に言えること。

・学ぶことへのきっかけ作りや，気づきの視点を持たせられるような親，周囲のサポート（環境）

が一番大切だと感じます。                            など

図４ 「生涯にわたって学び続ける」ために，一番大切なこと（項目４） 
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２ 卒業生アンケートの結果 

（１）内容と方法 

「生涯にわたる豊かな学び」について卒業生とその保護者に対するアンケート調査を実施した。「私

の応援計画」に関する研究を始めた平成２６年度以降の卒業生を対象として，紙面でのアンケートを

依頼し，回答を求めた。なお，回答率は対象とした卒業生の 53.3％であった。 

 

（２）結果 

各調査項目の回答をグラフ化し，表で示すとともに，自由記述による回答は，テキストマイニング

分析ツールである「ユーザーローカル AIテキストマイニング」により分析した。その際，出現頻度が

高い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示する「ワードクラウド」の結果を図に示した。 

 

①卒業生 

項目１：卒業後，学び続けている学習があるか？（表１） 

項目２：どんな学習を続けているか？（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目３：学習を続けている理由は？（表２） 

１ 様々な経験を通して成長するため    

２ 健康のため（２位） 

３ 仕事に必要              

４ 友達との交流 

５ ボランティア活動に生かす       

６ 人生を豊かにするため（３位） 

７ やっていて楽しい（１位） 

 

項目４：学ぶ機会や情報が近くにあるか？ 

（表３） 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 卒業後の学びの有無 

図５ 卒業後の学びの内容 
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表２ 学習を続けている理由 

表３ 学びの機会，情報の有無 
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項目５：卒業後，学びたいときに困ること？ 

１ 学習に関する情報がほしい（１位） 

２ 学習の機会がほしい（２位） 

３ 学習をする時間がほしい 

４ 友人や仲間の存在がない 

５ 社会の理解がほしい（３位） 

６ 学習をするお金の余裕がない 

７ 交通手段がない 

項目６：卒業後，役に立った学校での学びは？ 

②卒業生の保護者

項目１：卒業後，新たに興味をもったことや始めたことは？
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表４ 学びたいときに困ること 

図６ 卒業後，役に立った学校での学び 

図７ 卒業後，新たに興味をもったこと，始めたこと 

（人） 
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項目２：卒業後の生活に役立っている学校での学びは？ 

項目３：就労先以外で利用している地域の場は？ 

項目４：こんな場所があったらいいな？ 

図８ 卒業後の生活に役立っている学校での学び 

図９ 就労先以外で利用している地域の場 

図 10 あったらいい場所 

不衒窯 
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３ アンケート調査結果の考察 

（１）在校生の保護者アンケート結果の考察

・項目１から，多くの児童生徒が家庭でのお手伝い等の家族の一員として各家庭の実情に合わせた

様々な役割に取り組んでいることが分かった。その際，学校で学んだ掃除や調理等の学習の経験

が生かされていた。更に，校外学習での公共機関の利用や買物学習の機会は，休日に地域の中で

楽しむことにつながっていることが推察された。

・項目２から，挨拶や会話等のコミュニケーションに関わる学びが多くの場面で生かされているこ

とが分かった。また，学校での学びが食事や排泄等に関わる日常生活動作や，お金を使用する買

い物や公共機関の利用等に般化されていることも伺えた。そして何より，般化される場面では，

自分で考えたり，調べたりする主体的な姿が多く見られていることが推察された。

・項目３から，多くの保護者が卒業後は，本人に合う仕事を見付け，働いてほしいと考えていた。

また，楽しい生活を送るために，自立するための力を身に付けることや，自分の居場所を見付け，

困ったことを伝えるなどのコミュニケーション能力を育ててほしいと挙げていた。これは，「働

く」，「暮らす」，「楽しむ」の３つの視点について更に広げ，深めてほしいと願っていると言える。

・項目４から，保護者は生涯にわたって学び続けるためには，学ぶ機会や本人をサポートする周り

の環境が最も大切であると考えていた。また，本人の興味関心や好奇心などのチャレンジ精神が

必要であると挙げていた。そのためにも健康で素直な心をもち，楽しい経験を積むことや失敗か

ら立ち直る力（レジリエンス）が必要と考えていた。

（２）卒業生アンケート結果の考察

・項目１，２から，回答した多くの卒業生が現在も学びの機会をもっていることが分かった。水泳

やピアノ，パソコン等を多く学んでいた。また，スポーツ観戦をしたり，スポーツジムを利用し

たりする卒業生も多くいた。

・項目３から，学習を続けている理由は「やっていて楽しい」「健康のため」「人生を豊かにする」

の順で回答が多かった。中でも「やっていて楽しい」の回答数は，２番目に多い理由の「健康の

ため」よりも１０以上も多いことから，本人のやりがいや達成感は，学びを続ける理由として重

要であると推察された。

・項目４，５から，学ぶ機会や情報は本人の身近にはなく，学習に関する情報や機会を求めている

ことが分かった。

・項目６から，卒業後に一番役に立った学校での学びは，作業学習を多く挙げていたことが分かっ

た。これは，日々の挨拶や返事，時間を守る等，基本となる自主性や責任感を学校で学んだと推

察された。更には，料理や清掃，タブレット操作等のスキル面と，仕事中の態度や言葉遣いなど

の態度面が役に立った学校での学びとして挙げられた。

（３）卒業生の保護者アンケート結果の考察

・項目１から，卒業後に新たに興味をもち始めるために，家庭から出掛け，地域資源を活用してい

ることが分かった。また，家庭でユーチューブを見るといったことも多く挙げられた。

・項目２から，卒業生の保護者が考える生活に役に立っている学校の学びは，作業学習などの働く

ための学習であった。また，挨拶をしたり，手伝いとして料理や掃除をしたりする等，人のため

に働き，役割を果たすことが生活に役立っている学校の学びとして多く挙げられた。

・項目３から，水泳に関わる地域の場を多く利用していることが分かった。また，図書館や本屋，

駅や公共施設等を利用していることが分かった。在籍時に利用していた地域の場を卒業後も引き

続き利用している卒業生が多くいることが推察された。

・項目４から，友達や卒業生と一緒に交流できる機会を求めていることが分かった。
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第４章 研究のまとめ 



研究のまとめ 

１ 成果と今後に向けて 

 今年度の研究実践を通して，以下の成果と課題，次年度に向けての方策が挙げられた。 

（１）成果（○）と課題（△） 

①児童生徒の夢や願いを基点とした授業づくり 

【小学部】 ○学びに向かう児童の姿を引き出す授業の実現 

△「私の応援計画」と「わかはとモデル」をつなぐ手立ての検討  

【中学部】 ○実態把握から評価・改善の流れによる生涯学習力の高まりの実感 

△地域との関わりにより得られる学びの効果の検証 

【高等部】 ○生徒の思いや願いを尊重した授業の展開 

△「私の応援計画」と「わかはとモデル」の結びつけ方 

②「わかはとモデル」を活用した児童生徒の見取り 

【小学部】 ○児童の内面に着目した見取り方の広がり  

△子どもの夢や願いに立ち返る評価の在り方  

【中学部】 ○「人とつながる」等の視点の広がりによる他の視点への作用効果 

△「わかはとモデル」の視点に分類できない出来事や内面の動きの見取り 

【高等部】 ○「わかはとモデル」の視点による生徒の具体的な姿の見取りの充実 

△卒業生へのアンケート結果の分析，検討 

③「わかはとシステム」の構築に向けて 

「わかはとモデル」の分析と改善 

○授業研究会やつながりミーティングの際に，「わかはとモデル」を活用することで，児童生徒の生涯

学習力の高まりを学校や家庭，地域の視点で見取り，教師間で分析することができた。また，「わか

はとモデル」の４つの視点を教師が様々な場面で意識できるようになってきた。 

△分析と改善を積み重ねていく中で「わかはとモデル」の４つの視点に当てはまらない児童生徒の姿

についてもみえてきた。また，資質・能力との関係性がみえないことが課題として挙げられた。 

「私の応援計画」への「わかはとモデル」の活用  

○児童生徒との面談時に，「わかはとモデル」の視点を生かし，対話を大切にすることができた。 

△保護者面談の際に，「わかはとモデル」の視点に関わる児童生徒の成長や変容を伝えることが不十分

であった。また，児童生徒本人が振り返った「私の応援計画」を次年度以降に引き継ぎ，本人が活

用できる工夫が必要であると感じた。 

校内外のつながり，卒業後のつながりの検証 

○つながりミーティングは，他学部の視点を授業づくりや授業改善に生かしたり，授業以外の様子（家

庭や地域）から児童生徒の変容を見取ったりする機会として有効であった。また，そのことで多面

的かつ複数の目による実態把握と評価が充実した。 

○アンケート調査を通して，保護者の思いや願い，卒業生の生涯学習の現状を知ることができた。 

△つながりミーティングの実施時期や回数は，わかはとシステムの構築に向けて検討が必要であった。 

△「わかはとモデル」の生涯学習力を見取る４つの視点と基盤となる３つの視点が卒業後にどのよう

に生かされ，広がっているのかを調査，分析，検証する必要がある。 

家庭や地域との連携  

○ＰＴＡの際に保護者に研究の説明をしたり，生涯学習に関する保護者アンケートを実施したりする

ことで，本校の研究の理解を促し，保護者と同じ方向で児童生徒の学びを考えることにつながった。 

△地域の活用は各学部で授業実践の中で行われているが，生涯学習力を高めるための視点からも地域

展開によって得られる学びを必要なこととして共通理解するとともに，地域への発信や連携につい

てはまだ十分な状況とは言えないため，今後更に進めていく必要があると感じた。 
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「エピソードシート」の活用  

○事例対象の児童生徒のエピソードを基に「わかはとモデル」の視点での見取りを行うことで，以前

よりも児童生徒の意図や思い，成長と学びの広がりを分析できるようになってきた。 

△児童の夢や願いに立ち返って評価する視点が不十分だった。また，エピソードを記録し，分析する

ことに時間的な負担があった。今後更にエピソードシートを改善し，より使いやすく持続可能な評

価のツールにしていく必要があると感じた。 

その他 

○「私の応援計画」を活用し，児童生徒の夢や願いを大切にした授業づくりを進めることで，児童生

徒の主体性を引き出す授業につながった。 

○指導案の様式に「わかはとモデル」を組み込んだことで，関連を可視化できるとともに，生涯学習

力を見取る視点を生かした授業づくりや授業改善ができた。 

○「私の応援計画」「つながりミーティング」「わかはとモデル」のそれぞれの取組が，児童生徒や授

業づくりを中心としながら，つながることができた。 

△「わかはとシステム」の構築に向けて，「私の応援計画」「つながりミーティング」「わかはとモデル」

の関係性を明確にするとともに，持続可能なシステムづくりを更に進めていく必要がある。 

 

（２）次年度に向けて 

①「わかはとモデル」と育成を目指す資質・能力との関連性の検討 

本校は，児童生徒本人を中心に作成・活用する「私の応援計画」に基づき，生涯にわたって学び続

けていく資質・能力の育成に努めてきた。しかし，現在使用している生涯学習力を見取る視点である

「わかはとモデル」と現行の学習指導要領で示されている育成を目指す資質・能力の３つの観点との

関係については，十分に検討できていない。今後更に検討や検証を進めていきたい。 

②児童生徒の評価，学びの履歴の可視化 

学習指導要領の前文には，「児童生徒が，『生涯にわたる学習とのつながりを見通す』ためにもキャ

リア・パスポートは大切なものである」と示されている。今年度の研究を通して，「私の応援計画」の

重要性や継続性を更に感じた。今後，本人自身による評価や学びの履歴を可視化するツールであるキ

ャリア・パスポートとして「私の応援計画」を活用するなど，更なる充実を検討していく。 

③保護者，地域との更なる連携 

保護者，地域との連携はこれまでも大切にしてきたものである。しかし，今後も続いていく，「生涯

にわたる豊かな学び」に向け，ヒト・モノ・コトにどのようにつながっているのかを空間軸と時間軸

で児童生徒の変容を見取っていくためには，保護者や地域との更なる連携は必要不可欠であると考え

る。どのような点について連携を図るのか，どのような方法があるのかを次年度も考えていく。 

④「わかはとシステム」を中核とした教育課程の編成 

今年度，少しずつ見えてきた「わかはとシステム」を本校の教育課程の中に位置付け，今後も持続

可能な仕組みとして確立していく必要があると考えている。そのためには，先ほど述べた「私の応援

計画」の更なる充実や各種の教育計画の整理や関連を図っていきたい。 
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公開研究協議会の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
             
              
              
          
   
              
              
             
 

シンポジウムの記録（グラフィックレコーディング※） 

Ｎｏ．１ ・・・・・  シンポジウム 登壇者 

Ｎｏ．２ ・・・・・  Ａさんの語り 

Ｎｏ．３ ・・・・・  Ｂさんと保護者の語り 

Ｎｏ．４ ・・・・・  元職員の語り 

Ｎｏ．５ ・・・・・  福祉関係者の語り 

 

講演の記録（グラフィックレコーディング） 

Ｎｏ．６～９・・・・  講演 

 

 

※グラフィックレコーディングとは、ホワイトボードや紙に、会議や議論などの内容を 

デザインとして可視化し、整理していく手法です。 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

公開研究協議会の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
             
              
              
          
   
              
              
             
      

Ａ さん 
Ｂ さん 

Ａ さん 

Ｂさん 障害者就業・ 
生活支援センター 元職員 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

公開研究協議会の記録 

 
              

              
             
              
              
          
   
              
              
             
      

Ｂ さん 

Ｂ さん 

Ａ さん 

元職員 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

公開研究協議会の記録 
 

 

 

 
   
              
             
              
              
          
   
              
              
             
      

障害者就業・生活支援センター 
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講 演 「豊かな学びを未来につなげるために～ヒト・コト・モノをつなぐ対話を再考する～」 

弘前大学大学院 教育学研究科 教授 菊地 一文 様 

公開研究協議会の記録 
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講 演 「豊かな学びを未来につなげるために～ヒト・コト・モノをつなぐ対話を再考する～」 

弘前大学大学院 教育学研究科 教授 菊地 一文 様 

公開研究協議会の記録 
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あ と が き 

 

本校は「生涯学習力」を研究で取り上げて，今年度で 5年目となりました。今年度は，

「生涯にわたる豊かな学びを目指した授業づくり」を研究テーマに掲げ，「子どもの夢や

願い」をどのように授業につなげるのか，どのように将来につなげていくのか，このこと

に焦点を当て取り組んできました。 

 

 「生涯にわたる豊かな学び」を考える際，私たちは「子どもの夢や願い」を基点にした

いと考えています。そのため授業づくりに当たっては，子どもの「思い」をくみ取りなが

ら，教師間で子どもについて語り合い，そして授業デザインを練り合い日々授業実践を重

ねてきました。各学部のさまざまな授業において見られる，子どもたちの生き生きと自ら

取り組む姿。子どもたちの興味・関心が広がり，実に楽しそうに仲間と一緒に学んでいま

す。そのような姿や授業づくりの過程を見ていると，教師も志をもちチームで取り組んで

いることが伝わってきます。これまで取り組んできた「私の応援計画」や「生涯学習力」

を授業につなげるためには，教師間での継承が重要です。しかしながら単につなぐだけで

はなく，目の前の子どもと共に実践を繰り返し評価・改善しながら更に発展させていくこ

とが求められます。私たちは，研究を通して「子どもの夢や願い，思い」「子ども主体」

に常に立ち返り，一人一人と真摯に向き合ながら複数の目で検討することが肝要であると

改めて確認できました。 

 また，今年度の研究では，卒業生にアンケートを実施したり，シンポジウムに参加して

もらったりするなど，卒業生からも多くのことを学びました。卒業生の姿や「思い」を知

ることは，学校の役割や学びについて継続的な時間軸で考えることの大切さを教えてくれ

ました。 

今の学びが，子どもたちの豊かな学びに確かにつながっているのか，また，つなげるた

めには何が大切なのか，今年度の研究を更に次年度へと継承し発展させるよう，今後も子

どもたちや卒業生と共に学び続けていきたいと思います。 

 

最後になりましたが，研究に御協力をいただきました多くの皆様に心より感謝を申し上

げますとともに，是非御高覧いただき本校の取組に対して忌憚のない御意見，御指導をいた

だけますようお願いいたします。 

 

副校長 松井智子 
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研究協力者（秋田大学）  
 

武 田   篤  

藤 井 慶 博  

谷 村 佳 則  

鈴 木   徹  

 

 

 

校長 前原 和明  教諭 佐藤 美里  

副校長 松井 智子  教諭 信田 智華子  

教頭 宮野 俊実  教諭 樋渡 実由梨  

主幹教諭 菊地 雄平  教諭 伊岡森 真由  

教諭 小川 順子  教諭 越後 楓 

教諭 鈴木 暢子  教諭 菅原 活 

教諭 本多 勝成  教諭 武田 茜 

教諭 下村 光行  教諭 保達 美智  

教諭 髙橋 浩樹  教諭 田中 智佳  

教諭 後松 慎太郎  教諭 佐々木 蓮  

教諭 池田 和馬  養護教諭 佐藤 麻衣子  

教諭 山田 賢子  教育系スタッフ  吉田 みぎわ  
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